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趣味 散歩

Q１ 現在の研究内容を教えてください。
人工遺伝子などを利用した合成生物的なアプローチで、動物の様々な特性をハッキング

する方法の開発に取り組んでいます。思いついたシステムはとりあえず動くか確かめて、
面白研究の種を探しています。最近は、生体内のタンパク質を直接操作する技術の開発と、
卵細胞質がDNAをどう認識するのかについての研究を進めています。

Q２ 研究者を志したきっかけは？
学生の時の講義がきっかけです。岡山大学で、丹羽晧二先生、奥田潔先生、舟橋弘晃先

生、国枝哲夫先生の各講義で、生殖生物学に興味を持ち、その後、丹羽先生の研究室に分
属しました。同じ分野に対して、それぞれの先生が別々の講義で生理から分子まで異なる
切り口で紹介されていて、体系的に知ることができたのが面白かったのだと思います。

Q3 今、気になっていることは何ですか？
基礎研究と並行して、特許をとって会社を作って社会実装してみたいです。あとは、タ

ヌキとキツネを使った研究を始めたいです。

インタビュー

今川先生と乗馬@東大牧場


